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メタファーの作り方
メタファー（比喩）には主に「直喩」と「隠喩」があり、

· 直喩は、比喩であることを明示する表現。例えば：

· 砂糖のような雪、ソフトクリームのような雲、絹のような黒髪

· つまり、AのようなB、あるいはAはBのようである。

· 隠喩は、文字通り解釈すれば比喩とは分からない表現。例えば：

· あいつは警察の犬、君は僕の太陽、今週は地獄

· つまり、AはBである。

AとBを繋げる方法は、五感（の組み合わせ）。
1． 視覚。形・色・動きなどが似ていることを軸にする。

(1) 乾燥機の洞窟は生温かく、まるで何かの動物が寝床にしていたようだ。

(2) 夜とは、書家の最初の一筆である。

(3) ワニの背中はキーボードのようだった。

(4) 彼女の笑い方には、アリを殺す子供が見え隠れした。

2． 聴覚。音の高低や頻度、旋律、リズム、声、擬音語など。

(1) ヒバリの歌は、叱る母親だ。

(2) 工事のドリルがうるさい、まるで建物自体が虫歯のようだ。

1 ドリルの音と治療の音を繋げている。

(3) 彼女が弾くと、スタッカートは落ち着きのないキツツキだ。

3． 嗅覚。記憶を呼び覚ましたり、異なる場所を匂いで繋げることが可能。

(1) 父がタバコを吸うと、部屋は煙突の町になった。

1 嗅覚と視覚（煙）の両方を用いた隠喩

(2) ようやくキスをすると、彼女のベロは生魚のような臭いがした。

(3) 僕の右肩に残った香水、彼女との最後の抱擁だ。

4． 触覚。どこで触っているか、どのように触っているかも考慮すること。

(1) 冬の寒さは彼女のほっぺたを紙やすりに変えた。

(2) 彼女のお腹は、彼にとって新しい枕のようだった。

(3) 濡れたTシャツはいくつもの視線のように背中に張り付いた。

5． 味覚。AとBの共通の味、勿論『味』があるのは食べ物とは限らない。

(1) 彼女のスープを飲むことは、海水を飲むことに等しかった。

(2) 歌、智恵、哀しみ、喜び。この四つの重力のうち、三つあれば、それを甘みと呼ぶ。（リーヤング・リー）

(3) スイカの真っ赤な喜び、水に最も近い果物。

